
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義

科  目  名 精神保健福祉特論Ⅲ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2024

学        科 医療心理科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員 宮原　麻衣子
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 3年 学期及び曜時限 火曜1限 教室名 5校舎8階

本科目の教育目標は、以下の2点である。
①精神保健領域に携わる専門職にとって必要な知識、技術を多角的に学ぶこと。
②授業を通じて自分の将来像を描き、何に興味を持ち、何を大切にして現場での実践を行うのかをイメージできるようになる

学期最終日に筆記試験を実施する。
成績評価については、期末試験（70％）・出席評価（20％）・平常評価（10％）の割合で行う。

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

耳で聴いたことを適切に記録としてまとめる技術を身につける

配布プリント
2年次の地域福祉実習
の実習日誌を見直す

随時、授業時に配布を行う。

授業で使用した教材を見直し、自分のノートなどにまとめ直すこと。理解できない専門用語等は、自分で調べること。

1年次、2年次の間に学んだ精神保健福祉領域の各科目について、より実践的な角度から知識を深めること。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
オリエンテーション

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

ソーシャルワーカーの基本技術である受容と共感を実践できる
ようになる

配布プリント
カウンセリング技法を復
習する

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

１年間の授業の進め方を理解し、１年間の学習内容のイメージ
ができるようになる。

配布プリント
配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る。

各コマに
おける

授業予定
記録の取り方について学ぶ

各コマに
おける

授業予定
受容と共感について学ぶ

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

日常生活能力を高める援助技術を身につける

配布プリント

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

日常生活能力をどのように測るかにについて自分の考えをまと
めることができるようになる

配布プリント

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る。

各コマに
おける

授業予定
日常生活能力について学ぶ②

各コマに
おける

授業予定
日常生活能力について学ぶ①

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る。



第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

他職種連携の実践を通じてソーリャルワーカーの役割を説明
できるようになる

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

他職種連携の意義を認識できるようになる

配布プリント
配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

配布プリント
配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る。

各コマに
おける

授業予定
他職種連携について学ぶ②

各コマに
おける

授業予定
他職種連携について学ぶ①

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

文献を通して、倫理観について自身の考えをまとめられるよう
になる

配布プリント

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習で学んだことと、その中で得た自身の価値観について言
語化できるようになる

配布プリント

精神保健福祉士の倫理
綱領を見直す各コマに

おける
授業予定

ソーシャルワーカーの倫理について学ぶ

各コマに
おける

授業予定
実習の振り返りと価値観の共有について考える

3年次の医療機関実習
の実習日誌を見直す

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

学校メンタルヘルスリテラシーを通じて、啓発活動の必要性に
ついて説明できるようになる

配布プリント

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自己と他者の境界線を知り、適切な支援について説明できるよ
うになる

配布プリント

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る。

各コマに
おける

授業予定
精神保健福祉領域における啓発活動について学ぶ①

各コマに
おける

授業予定
支援者と被支援者の価値観の共有について学ぶ

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る。

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

身体合併症が起こる背景を説明できるようになる

配布プリント

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

啓発活動の具体的取組を検討することで、実践力を習得する

配布プリント

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る。

各コマに
おける

授業予定
身体合併症について学ぶ①

各コマに
おける

授業予定
精神保健福祉領域における啓発活動について学ぶ②

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る。

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

学んだことを全力でアウトプットし優秀な結果が出せるように努
力する。

配布プリント

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

前期の授業内容の不明点をなくし、前期の授業内容を理解す
る

配布プリント

試験にむけて全力で準
備をする各コマに

おける
授業予定

学習した内容のアウトプットを実践する。

各コマに
おける

授業予定
前期のまとめ

配布資料で該当項目を
調べ、専門用語に触れ
る。


